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議 第 3 1 1 号 

令和７年８月 18 日 

 

総務文教常任委員会審査概要報告書 
 

                              委員長 梅島 清香 

 

Ⅰ 開催年月日  令和７年７月 31 日（木） 

Ⅱ 会 議 時 間  午前 10 時 01 分～午前 10 時 11 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎梅島 清香  ○山上 尊士  林  貴文 

高岡 宏和   坂林 永喜  酒井 善広 

上田  武   水口 清志 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

〔議 長〕 薮中 一夫  

〔副 議 長〕※高岡 宏和 副議長は委員として出席 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 松本 武司  島田  輝  戸成 秀徳 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

１ 報告事項について 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

〔総務部〕 

◦ 令和６年度高岡市会計別決算見込額（速報値） 

 

〈 委員から、次のとおり質疑等があった。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【令和６年度高岡市会計別決算見込額（速報値）】 

    〇 実質収支額は、地方財政法で２分の１以上積み立てなければならないとのことだ

が、積み立ての基本方針は。 

  △ 積立額は６億円程度になると思われるが、金額も含めて令和７年９月定例会で案

を示したい。 

  〇 ７年９月定例会で案を示すとのことだが、現段階での考えは。 

  △ 積み立て分を除いた残りは、補正予算の財源に充てるのが基本であり、その兼ね

合いもあるため、７年９月定例会で案を示したい。 

  ○ 市長が変わったこともあり、市長の意向も強く影響してくるかと思うが、現段階

で分かっていることは。 
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  △ 現段階では２分の１以上を基金に積み立てること以外は決まっていない。 

  ○ ７年９月定例会で案を示すとのことだが、昨今の米をはじめとした食料品の物価

高騰に対する支援策は考えているか。例えば、富山市では子どもがいる家庭に対し

て米５キロを支給するという報道もあったが、市民の現状を把握した上で、物価高

騰対策にも充ててはどうか。 

  △ 物価高騰に対する支援は必要だと考えており、今後、補正予算等で検討していき

たい。 

  〇 ６年度の実質収支額は、５年度に比べて増えているのか。 

  △ ５年度に比べて約 3.5 億円減少した。 

  ○ 実質収支額は年々減少傾向にあると思われるが、見解は。 

  △ 決算であるため、今後の流れはつかみにくいが、７年度についても消防、学校再

編の大型建設事業のほか、社会情勢としては物価高騰に伴う扶助費が伸びている状

況にある。こうした状況を鑑み、まだまだ手綱を締めていかなければならないと感

じている。 

  ○ これからも厳しい財政状況が続くと予想されるため、しっかりとした財政運営を

していただきたい。（要望） 

 

２ その他 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 当局からの報告はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉
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総務文教常任委員会 当局説明員（２４名） 

未来政策部長 鶴 谷  俊 幸 
会計管理者 

会計課長 
高 嶋  史 恵 

未来政策部政策監 日 名 田  尚 明   

未来政策部次長 

企画課長 
寺 井  知 恵 教育長 近 藤  智 久 

未来課長 

 秘書課長 
山 下  正 博 教育次長 村 上   彰 

 情報政策課長 窪 田  真 寿 美 
教育次長 

学校教育課長・教育改革推進室長 
津 田   久 

総合交通課長 中 川  正 人 教育総務課長 芹山  奈緒樹 

広報発信課長 塩 谷  宜 子 生涯学習・スポーツ課長 高 山  篤 志 

  文化財保護活用課長 釣  和 洋 

総務部長 

選挙管理委員会事務局長 
梅 崎  幸 弘   

総務部次長 

総務課長 
津 幡  佳 成 監査委員事務局長 柴 野  泰 彦 

総務部次長 

財政課長 
新 保  貴 之   

総務部次長 

 納税課長 
上 口  裕 之   

 人事課長 木 村  文 徳   

危機管理課長 室 谷  智    

管財契約課長 江 尻  典 世   

市民税課長 加 藤  康 代    

 資産税課長 山 本  明 宏    

    

 


